
 

 

クリニック 0(ゼロ)  

 『夕焼け小焼けの赤とんぼ・・・・』の謡だしで始まる名歌は、 

八王子市の地元の童謡として親しまれて来ています。   

私は、その歌詞について 60歳になり孫が出来るまで完全な【思い込み】による間違いを

していました。 

孫に将来教えるためにとちゃんとした歌詞を確かめてみようとおもいました。そこで分かった

事実は衝撃的な物でした。 

私は『おわれて見たのはいつの日か』というのを『追われて見た』と、トンボの気持ちを 

歌ったものと思い込んでいたのですが、そうではなく、母か祖母に背負われてトンボを 

見ていた自分を歌っていたのだという事に気付かされて一瞬赤面したことを思い出します。 

何十年もの間、何の疑いもなく思い込んでいたのです。 

【思い込み】とは恐ろしいものですね? 

何か事故が起こった時に『人為的ミス』が原因だと言われることが多々ありますが、 

その大部分を【思い込み】によるものが占めています。  
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クリニック 0(ゼロ)  

 「私がそんな間違いをするわけがない」とか「そこにそんなものが置いてあるわけがな

い」、「あの人はそんな間違いをするひとじゃない」などと言う【思い込み】が重大なミスを招く

ことはしばしば経験される事です。 

文章を印刷物にする時、誤字や脱字を防ぐ手段として校正と言う作業があり、 

通常は著者以外の人が担当するのですが、たまに著者本人に校正が任されることが 

あります（著者校正）。誤字・脱字などのミスは圧倒的に著者校正の場合に多発します。 

「私が誤字・脱字何てするわけがない」と思い込んでいるためです。 

各業界でこの思い込みによるミスを減らす試みが行われていますが、 

二人で一緒にチェックするダブルチェックが最も有効な手段と言われています。 

それでも二人とも【思い込み】をしていればミスは起こります。 

一歩下がって謙虚な気持でいることが大切です。 

「袖擦り合うも多少の縁」→「他生の縁」、「孫にも衣裳」→『馬子にも衣装』なども 

思い込み易い間違いなのでご注意を!! 
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